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幼稚園教育課程と指導計画との関連
門松 良子(岡山大学大学院教育学研究科) 井戸 和秀 (岡山大学教育学部)
幼稚園教育は,保育者が幼児に活動を一斉に与えてねらいを達成させるものではない｡幼児主体の活
動と発達過程とを踏まえた全体計画が基本である｡そこで各園では,幼稚園教育要領に基づいて教育課
程が編成される｡ しかし実際は,教育課程の捉え方が様々であり,形骸化 してしまったり,内容が活動
そのものになったりなど,誤解されていることが多い｡また,教育課程と指導計画の内容が混同された
りして,それらが明確に区別されていないところも多い｡ところが教育課程や指導計画は,幼児教育の
根幹をなすものである｡ したがって.それらの混同は実践上の大きな問題を引き起こす｡そこで,比較
的よく組み立てられていると考えられたA幼稚園の教育目標,主に教育課程や指導計画について検討 し
たOその結果,それらが幼児の発達過程に沿った一貫性のある教育計画になっていないことが分かったO
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Ⅰ.研究目的
幼稚園では,幼稚園教育要領に基づいて教育課程
が編成されている｡しかし実際は,教育課程の捉え
方が様々であり,形骸化してしまったり,内容が活
動そのものになったりなど,誤解されていることが
多い｡幼稚園には教科書がないため,保育者の経験
に基づいて保育が実践される｡その結果,園により
様々な保育内容や指導の在り方,保育形態が見られ
る｡
現行の幼稚園教育要領の中に ｢各幼稚園において
は,法令及びこの幼稚園教育要領の示すところに従
い,創意工夫を生かし,幼児の心身の発達と幼稚園
及び地域の実態に即応した適切な教育課程を編成す
るものとする｣1)と教育課程の編成について示され
ている｡そして,幼稚園教育要領解説には ｢教育課
程は,幼稚園における教育期間の全体を見通したも
のであり,幼稚園の教育目標に向かってどのような
筋道をたどっていくかを明らかにした全体的な計画
である｣ 2)と示されている｡しかし,具体的な教育
課程のあり方については示されていない｡また,｢幼
稚園教育は,幼児の発達の特性に照らして,幼児の
自発的な活動としての 『遊び』を重要な学習として
位置付け,幼稚園教育要領に従って教育課程が編成
され,適切な設備施設の下に,教育の専門家である
教員による組織的･計画的な指導を『環境を通して』
行っているものである｣ 3) (中央教育審議会答申,
2005)と幼児教育の在り方が示されている｡そして,
遊びが学習とLして位置付けられ,計画の重要性が指
摘されている｡
保育現場では,日々の活動計画が立案されている｡
しかし,それが園の教育目標や教育課程とどのよう
に関連しているのか,幼児の発達を見通した指導と
なっているかを問い直すことはあまりされていない｡
また,教育課程と指導計画の内容が混同され,それ
らが明確に区別されていないところが多い｡これら
のことは,幼児教育の根幹をなすものであり,実践
上の大きな問題である｡
そこで,本研究では,教育目標,主に教育課程と
の関連や教育課程のねらいが指導計画のねらいにど
のように具体化されているか,指導計画がねらいを
達成する指導内容となっているか検討する｡そうす
ることで,保育の質を高め,子どもの発達が保障さ
れていくための基本的な視座が得られると考える｡
Ⅱ.研究方法
A幼稚園が実践している5歳児の教育課程,指導
計画の資料4)を検討し,問題点を明らかにする｡
A幼稚園を選択した理由は,教育目標や教育課程,
指導計画等が明確に区別されており,分析対象とし
て検討しやすいと判断したからである｡一方,他の
幼稚園の資料は,書式が多様であるため,現段階で
は検討対象としなかったOなお,検討する際,下記
の内容を分析する視点とした｡
･教育目標が教育課程のねらいに具体化されてい
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るか｡
･幼児の発達過程を捉えた教育課程のねらいにな
っているか｡
･指導計画のねらいが,教育課程と関連性がある
か｡
･指導計画の内容がねらいを達成する指導内容に
なっているか｡
なお,文中の教育目標や教育課程,指導計画等は,
A幼稚園の資料5)から抽出した｡
Ⅱ.研究内容
1.教育目標と教育課程との関連
教育目標と教育課程との関連性を検討する前に,
教育目標と教育課程の概念について述べる｡教育目
模とは,それぞれの園の実情に応じて設定され,園
でめざす幼児像が示されたものである｡教育課程と
は,各園において入園から修了までの教育期間の全
体にわたり,どのようなことを目標にして,どのよ
うに教育を進めるかを示す教育の全体計画である｡
そこで,教育課程では,めざす幼児像 (教育目標),
それぞれの発達の時期に育てたいこと (具体的なね
らい),そのために保育者が指導し幼児が経験するこ
表 1 教育課程
と (具体的な内容)を示すことになる6)｡実際に教
育課程を作成する際に,保育者が指導し幼児が経験
すること (具体的な内容)を活動と捉えてしまうた
め,指導計画と混同してしまい,教育課程の内容が
暖味になってしまうことが多い｡そこで,教育課程
では幼児の発達過程に沿った具体的なねらいを明確
にし,ねらいにそって具体的な内容を示すことが重
要である｡例えば,教育目標を ｢よく考える子ども｣
とした場合,教育課程のねらいは,｢友達と一緒に考
えたり工夫したりしながら活動を進める｣のように
教育目標を具体化し,発達の過程に合ったその時期
の教育課程のねらいが示されることになる｡そして,
そのねらいを達成させるために必要な指導内容を設
定することになる｡このように教育目標を実現する
ためには幼児の発達過程を明確に捉えた教育課程の
ねらいが重要になってくる｡
そこで,表 1の教育目標と教育課程のねらいの整
合性について,教育目標 (『』で示す)ごとに教育課
程 (｢｣で示す)に挙げられているねらいと関連させ
て検討する｡なお,下線 (波線)は筆者らによる｡
2･3年保育5歳児
敬育 1.しんぼう強くがんばりのきく子供 2.心豊かでのびのびと活動する子供
冒標 3.人の話をよく聞き自分の考えをも話せる子供 4.自然や物を大切にする子供
発逮 Ⅶ期 Ⅷ期 Ⅸ期
の姿 友達と一緒に遊びの経験を広げていく 友達とのつながりが深まっていく 一人一人の取り組みが充実してくる
ね ○いろいろに工夫しながら,一つのことにじっくりと取り組むO
○小学校を意識するとともに大きく
なった自分を感じながら生活するD
○身近な環境に積極的に働きかけ,試したり考えたりしようとするo ○集団の中の自分を意識しながら,自分の役割を感じて行
○いろいろな体の動きに興味をもち,自分なりに挑戦しようとするQ 動するo
ら ○友達と思いを伝え合いながら遊びを楽しむ○ ○友達や身近な環境に対して多方面からいろいろな見方
しヽ 考え方をしようとするQ
○共通の目的に向かって友達と考え合ったり話し合ったりして
活動を進めるQ
○生活の中で出会う様々な問題について先生や友達と一緒に考え,いろいろな方法で
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『しんぼう強くがんばりのきく子供』は,｢い ろ ない｡もし,教育目標を教育課程のねらいとして具
_ゝ1ろな庫g?:敷き敵
うとする｣｢いろいろに工夫しながら,-つりこと
にじっくりと取り組む｣｢生活の中で出会う様々な
問題について先生や友達と一緒に考え いろいろな
去藍壬祭迭主よ一生と主星｣の3項目が,関連してい
ると考えられる｡『しんぼう強くがんばりのきく子
供』と ｢挫 うな佐里艶を邑奥鮭をもら し旦盆な
りに挑戦しようとする｣ことの関係をみると,運動
的なことなど,できないことがあってもあきらめな
いで自分なりにやってみようとすることが 『しんぼ
う強くがんばりのきく』ことだと考えられる｡しか
し,それは体を動かすことだけではなく,他の活動
でもいえることである｡そうすると教育課程のねら
いは,｢地 と邑旦分_から逃聾L 最後星
であきらめないようにする｣と設定する方が妥当で
ある｡また,｢与上地 ｣二三旦こ
とにじっくりと取り組む｣ は途中で止めないで自分
なりに一つのことに取り組むことだと考えられる｡
しかし,｢_じっくりと取り組む｣ という表現が分か
りにくく,適切ではない｡｢いろいろ工夫しなが ら
途中で止めないで 二コのこ.とを_F1分なりlこ申.り剛
史 ｣ ことだと設定した方が適切である｡｢生活の中
で出会 う様々な問題について先生や友達と一緒に
量産｣吏ろ地 盤迭主よiと主星｣は,敬
育目標に合致した教育課程のねらいの設定になって
おり,適切な内容と考えられる｡
このように教育目標が具体的な教育課程のねら
いとなるように設定されなければ,幼稚園の教育計
画が単なる表面上の文言の羅列になってしまう｡そ
の結果,指導計画が教育目標や教育課程と解離して
しまい,それぞれが分離してしまう｡
以上のようなアプローチの方法で以下の教育目
標と教育課程のねらいに関して検討を行う｡
『心豊かでのびのびと活動する子供』は ｢小学校を
塞農土屋土地 こ大きくなった自分を感じながら
生活する｣｢ 団の中の自分を意識しながら
じて行動する｣の2項目が,関連性があ
ると考えられる｡しかし,この2項目は教育目標に
適切に合致していないように考えられる｡また,こ
のねらいは5歳児の発達からみると高度である｡他
の教育課程のねらいを検討してみても適合するもの
がない｡教育課程のねらいの2項目は具体性がなく,
指導する際の具体的な援助の手立てが考えられてい
体化するならば,｢自分の考えを表現し自信をもっ
て行動する｣や ｢集団の中で自分の考えを表現した
り友達の気持ちを受け入れたりして行動する｣とす
るならば,実際に指導する場合の指針となることが
できる｡
『人の話をよく聞き自分の考えをも話せる子供』
は｢友達と思いを伝え合いながら遊びを楽しむ｣｢共
通の目的に向かって友達と考え合ったり話し合っ
たりして活動を進める｣｢生活の中で出会 う様々な
問題について先生や友達と一緒に考え,いろいろな
方法で 決しようとする｣ の3項目が,関連性があ
ると考えられる｡『人の話をよく聞き自分の考えを
も話せる子供』を教育課程のねらいとして具体化す
るためには,自分以外の人と自分と対比した具体的
な内容が設定される必要がある｡この考えに基づけ
ば,概ね,この3項目は適合していると考えること
ができる｡しかし,｢共通の目的に向かって友達と
考え合ったり話し合ったりして活動を進める｣の中
の ｢共通の目的に向かって～｣の文言は,具体的な
内容を意味していない｡ここで重要なことは,｢共
通の目的｣をいかに具体化するかであろう｡例えば
｢同じ遊びをする中で～｣とか ｢みんなでルールを
決めて遊ぶ中で～｣などの具体的なねらいが設定さ
れるべきである｡
『自然や物を大切にする子供』は ｢身遮拠
積極的に嵐きかけ, 試 したり考えたりしようとす
に対して 方面からいろい
ろな見方,考え方をしようとする｣の2項目が,関
連性があると考えられるOここで重要なことは,『自
然や物を大切にする～』という文言である｡この内
容を受けて教育課程のねらいを設定するためには,
自然や物を大切にするということが,どのような具
体的な考えや行動を導き出すのかが設定される必要
がある｡ところが,｢身藍を農産旦触
試したり考えたりしようとする｣
して多方面からいろいろ
うとする｣
｢友達や身近
な見方,考え方
という教育課程のねらいでは,『～
大切にする～』が設定されていない｡『自然や物を
大切にする～』ということは,動物や植物が生きて
いることを知って大切にする気持ちや物を壊したり
乱暴に扱ったりしない気持ちを育てることと考えら
れる｡また,『自然や物』に ｢友達空身近左遷漫二 ｣
と設定され,｢友達｣ が含まれることにも違和感が
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ある｡さらに, 方面からいろいろな見方 考
え方をしようとする｣は5歳児にとって高度なねら
いである｡例えば
命の大切さ
｢身近な動植物に かかわ
｢いろいろな物にかかわ
試したり考えたりしながら遊ぶ中で物を大切に
鮎 ｣とした方が,関連性があるのではないだろう
か｡
以上,教育目標と教育課程のねらいとの関連性を
検討してみると,教育目標の子どもの姿を教育課程
のねらいで具体化しているとは考えにくいものがあ
る｡教育目標が教育課程のねらいで明確にされてい
ないと,次の指導計画を立案する際,教育目標から
乗離した内容になってしまう｡その結果,教育目標
が達成できない状況になってしまう｡
表 1の教育課程では,1年間がⅦ期,Ⅷ期,Ⅸ期
の3期に分けられ,しかもそれらをはっきりと区切
るのではなく,幅をもたせた設定になっている｡そ
してⅦ期,Ⅷ期では2期を通したねらいになってい
る｡そのような分け方にした理由は,発達の個人差
を考慮して幅をもたせてあると考えられる｡もしそ
うであるとすれば,2期を通してのねらいが,3項
目 (Ⅷ期から1項目加わって4項目)だけでなく,
もっと多くのねらいが必要ではないだろうか｡つま
り,Ⅶ期 ･Ⅷ期 (4月～12月ごろ)では,幼児の
発達が充実してくる時期であり,幼児の発達過程を
もう少し細かく捉えたねらいが必要である｡また,
Ⅶ【期後半からは,急にねらいが多くなっている｡そ
して,幼児の発達過程からねらいを見た場合,前半
に比べ,後半ではねらいが高度になっている｡例え
ば,｢集団の中の自分を意識 しながら,自分の役割
を感じて行動する｣｢友達や身近な環境に対して多
方面からいろいろな見方,考え方をしようとする｣
などである｡確かに大局的にみると,教育目標の幼
児像からすると教育課程のねらいとの整合性はある｡
しかし,幼児の発達過程を捉えたねらいとしてみた
場合には,5歳児がこのような高度なねらいを達成
できるだろうかQ筆者らは,保育経験上,ほとんど
不可能に近いように思う｡たとえ大人でも,このよ
うなねらいを達成することは困難であろう｡
教育課程を設定する際,重要なことは,実際の幼
児の発達過程をしっかりと踏まえることである｡5
歳児においては,｢集団の中で自分の考えを表現し
たり友達の気持ちを受け入れたりして行動する｣や
｢いろいろな物にかかわり,試したり考えたりしな
がら遊ぶ中で物を大切に扱 う｣くらいが適切である｡
この程度でないと,教育課程を立案しても実践に役
立たない｡教育課程が実際の保育において実現され
にくいと,幼稚園として標梼する教育目標がほとん
ど意味のないものになってくる｡基本的に教育目標
は,幼稚園の顔として極めて重要である｡このこと
を考えて教育課程をきめ細やかに策定する必要があ
る｡
2.教育課程のねらいと指導計画のねらいとの関連
表1の教育課程のねらい (『』で示す)と表2の指
導計画のねらい (｢｣で示す)とを関連のあるものを
対応させて,整合性を検討する｡なお,下線 (波線)
は筆者らによる｡
表 1Ⅶ期,Ⅶ:期 (4月～12月ごろ)
『身近な環境に積極的に働きかけ,試したり考えた
りしようとする』は,表2･1の ｢表地 捜査室皇生
地 空重_q2_旦迦 芸濃払旦｣｢表
側 ;_t_モろI､?ろな遊びを楽しむ｣,
表2･4の ｢観望旦塵娃連座飽追敷変わ_り_, それらを
遊びの中に取り入れて遊ぶ｣の3項目が関連性があ
る｡この中で 『身近な環境』とは,｢新しい環境｣
のことを示していると考えられる｡しかし,表 2･1
の二つのねらいは ｢新しい環境に慣れる｣ことを意
図しており,『身近な環境に積極的に働きかける～』
こととは意味や内容が違 う｡また,｢年長組の生活
のリズムに慣れる｣ ということは,『身近な環境』
と直接の関連はない｡というのは,｢年長組の生活
のリズムに慣れる｣ ということは,年長組として新
たな生活が始まることを意味しており,環境に働き
かけることとは違 う｡それでは,なぜこのような指
導計画のねらいを設定したのだろうか｡それは,千
どもの活動を先に考えてから,指導計画のねらいを
設定したからだろう｡
教育課程のねらいは,Ⅶ期,Ⅷ期を通して考えら
れている｡しかし,指導計画には4月以降には,そ
れに関連したねらいは挙げられていない｡表2･4(10
月～12月)の ｢秋の自然に積極的に～｣として挙げ
られているだけである｡その理由として考えられる
ことは,第-に･,教育課程のねらいの設定期間はも
つと狭くする必要がある｡第二に,Ⅶ期に 『新しい
環境に慣れ,年長組の生活のリズムに慣れる』とい
うねらいを設定する必要がある｡そうすることで,
教育課程のねらいは,指導計画のねらいと適合する
ようになるはずである｡
『いろいろな体の動きに興味をもち,自分なりに
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挑戦しようとする』は,表 2-3の
動きに挑戦 しながら遊びを楽し
｢いろいろな体の してはりきって生活する｣の2項目が関連性がある｡
む｣｢運動会を目指
表 2 年間指導計画 (ねらい,内容) 2･3年保育 5歳児
表 2-1 4月 進級当初の不安な時期
○進級を喜び,はりきって園生活を送る｡
○新 しい保育室やその周 りの環境,年長組の生活のリズムに慣れるQ
O新 しい環境に興味をもち,いろいろな遊びを楽 しむQ
･園生活に期待感をもって始業式に参加する｡
･進入園児の世話をしたり,入園式にむけて活動したりして年長組になった自覚をするQ
･新 しい環境に興味をもって探索したりおもしろそうな遊具や場を見つけてかかわろうとしたりする｡
･身近な春の自然 と出会い,それらに興味 ･関心をもつQ
･先生や友達と一緒にいろいろな遊びを考えるなどして一緒に進めていく楽しさを味わう｡
･思い切 り体を動かして遊ぶ快さを感 じる｡
･自分なりに目的をもって取 り組むQ
･生活の場を整えたり作ったりすることに自分なりの方法で積極的にかかわろうとするQ
･遊びや生活を通してクラスや友達の中で自分の存在感を感 じるQ
表 2-2 5月～ 6月 目的をもって行動範囲を広げてい く時期
O ｢ああしたい｣｢こうしたい｣など自分なりの目的をもって遊びに取 り組む中で友達とのつなが りを深め
る｡
○いろいろな遊びに意欲的に取 り組んだ り,園生活の中で自分のできることや楽 しみを兄いだした りして,
自信をもって生活する｡
･｢今日は○○しよう｣｢明日もやるぞ｣など自分なりの目的をもって取 り組むQ
･先生や友達のおもしろそうな遊びにまざったり,ヒン トを得て自分の遊びに取 り入れたりするQ
･興味をもった遊びの中を考えたりルールや遊び方を工夫したりして遊びを進める｡
･身近な自然に働きかける中で驚きや発見を体験 し,興味や関心を深めていくQ
･活動の際,何をするかが分かり,先生や友達と一緒に楽しみながら準備 しようとする｡
･自分の思いを相手に伝えた り友達の思いに気づいたりして遊ぶ｡
･新 しい遊びに興味をもって工夫し,取 り組もうとするQ
･遊びや生活の中で友達の得意なことや個性を知る｡
表 2-3 7月～ 9月 自分な りの目的に向かって挑戦 してい く時期
??
??
?
○共通の目的に向かって仲間と一緒に活動するo
Oいろいろな体の動きに挑戦 しながら遊びを楽 しむc
O運動会を目指 してはりきって生活するC
･自分のイメージしたものに向けて,身の回 りのものを工夫 して使った り,遊びに必要なものを作った り
するQ
･自分の思いを相手に伝えた り,相手の思いに気づいたりして遊びを進めていくQ
･いろいろな体の動きに興味をもち,友達の刺激を受けながらやってみようとする｡
･友達と言い合ったり,役割意識をもったりして遊ぶO
･幼児なりに安全に気を使って遊ぼうとするQ
･運動会をがんばろうとする気持ちをもち,使 うものを準備 したり練習 したりする｡
･身近な自然とのかかわりの中で,発見したり集めたりしたものを先生や友達に知らせていく｡
･プール遊びでは,解放感を味わいながら,自分なりの目標をもって取 り組むQ
･集団で活動する迫力や醍醐味を味わい,や り遂げられた自分を感 じるQ
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表 2-4 10月～ 12月 仲間と一緒に遊びを工夫することが楽 しい時期
??
??
?
○仲間と一緒に,いろいろに工夫 しながら,遊びを進めていくことを楽しむ｡
○その子なりに工夫したり,試 したりしながら,自分の思いを表現しようとするo
o秋の自然に積極的にかかわり,それらを遊びの中に取り入れて楽 しむQ
･友達と一緒に共通の目的を目指 して活動を進めていくことを楽 しむ｡
･友達との遊びの中で,自分なりのイメージや考えを表現していくC
･友達の思いをくみ取った り行動を予想 したりしながら遊びを進めていく｡
･目的の実現に向かって,今までの素材経験を生かして材料を選んだり工夫したりする｡
･秋の自然やその変化に気づき,先生や友達と話題にするo
･身近な環境を取 り入れながら遊びを工夫する楽しさを味わう｡
･学級全体の話題に関心をもち,その子なりにかかわるQ
･生活の仕方が分かり,自分たちで生活の場を整えようとするQ
･クラスの中で自分が置かれている状況を感 じとるとともに友達の居場所や立場も感 じる｡
･様々な人とのつなが りを意識 しながら自分なりに1日の生活を組み立てて過ごす｡
表 215 1月～ 3月 一つのことにじっくりと取 り組むようになってくる時期
○共通の目的に向かって,互いにアイディアを出し合いながら,自分たちで遊びを進めていくo
O作 り上げることを楽 しみにしながら,一つのことにじっくりと取 り組む｡
01年生になることに期待 しながらはりきって生活する｡
･目的に向かって自分なりに考えたり工夫したりするQ
･自分なりの見通しをもって活動に取 り組む｡
･友達とのかかわりの中で自分を発揮 して活動する充実感を味わう｡
･友達の持ち味や得意なことを生かして遊ぶ｡
･友達がそれぞれ置かれている状況や事情を感 じ,自分は何をしたらいいのか考え,行動する｡
･いろいろにイメージをわかしながら作品を丁寧に仕上げていくことを楽しむ｡
･遊びのルールを確かめ合ったり,工夫したりしながら遊ぶQ
･年長児としての誇 りを感 じて行動する｡
･自分の役割,立場を認識 し,クラスの一員であることを自覚するとともに,友達を一緒に生活する仲間
として認めるQ
･幼稚園全体の生活を視野に入れ,修了までの見通 しをもち自分たちの生活を組み立てていこうとする｡
『いろいろな体の動きに興味をもち,自分なりに
挑戦しようとする』という教育課程のねらいもⅦ期,
Ⅷ期を通して挙げられているが,上記の教育課程の
ねらいに関連する指導計画のねらいは表 2-3(7月
～9月)の中に挙げられているだけである｡この時
期に ｢運動会を目指してはりきって生活する｣とい
うねらいを設定したことは,運動会を考えてのこと
であろう｡ しかし,指導計画のねらいとしては具体
的ではない｡それより ｢運動会に向かった遊びや生
活に取り組む｣ とした方が具体的で指導をLやすい
はずである｡
『友達と思いを伝え合いながら遊びを楽しむ』は,
表 2-2の ｢『ああしたい
りの目
『こうしたい
的をもって遊びに取 り組む中で友達とのつ
ながりを深める上 表 2-3の ｢共通の目的に向かっ
間と一緒に活動する｣の2項目が関連性がある｡
その中で,｢『ああしたい』『こうしたい』など自分
なりの目的をもって遊びに取り組む｣ ことと 『友達
と思いを伝え合いながら～』ということとは意味が
違 う｡一方,後半の ｢～友達とのつながりを深める｣
ことと 『友達と思いを伝え合いながら～』とは,関
連性がある｡つまり,自分の思いを友達に伝える中
で,友達とのつながりは深まるということである｡
しかし,前半の ｢自分なりの目的をもって遊びに取
り組む｣ことと,後半の ｢友達とのつながりを深め
る｣こととは,内容に無理がある｡つまり,自分の
目的に沿った遊びと友達とのつながりを深めるこ
ととは,時として矛盾する内容である｡したがって,
｢『ああしたい』『こうしたい』など自分なりの目的
をもって遊びに取り組む｣と ｢いろいろな遊びを通
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して友達とのつながりを深める｣にねらいを分けた
方が指導内容を考えやすい｡また,『思いを伝え合
う』ことと ｢共通の目的をもっこと｣ との関連性は
ないとは言えないが,具体的ではない｡『思いを伝
え合 う』方が,｢共通の目的をもっこと｣より具体
的な姿と捉えられる｡つまり,教育課程のねらいと
指導計画のねらいが逆転しているのである｡
『生活の中で出会 う様々な問題について先生や
友達と一緒に考え,いろいろな方法で解決 しようと
する』に関連したねらいは,Ⅶ期(7月～12月ごろ)
には挙げられていない｡また,指導計画のねらい表
2･1の l進級を喜び,はりきって 生活を送る｣,秦
2･2の ｢いろいろな遊びに意欲的に取り組んだ り
生活の中で自 のできることや楽 しみを兄いだ
したりして,自信をもって生活する｣,表 2-4の ｢飽
間と一緒に,いろいろに工夫しながら,遊びを進め
ていくことを楽しむ｣｢その子なりに工夫したり
.13室.した‥り._しながら,‥日分o)"Liiいを衣現.しよ.うとす
旦｣の4項目が教育課程のねらいとの関連がみられ
ない｡教育課程に関連のない指導計画のねらいが挙
げられていることは,指導計画が活動から考えられ
た結果であろう｡
表 1Ⅸ期 (1月～3月)
『いろいろに工夫しながら,一つのことにじっく
りと取り組む』は表2-5の ｢作り上げることを楽し
みにしながら,一つのことにじっくりと取り組む｣
の1項目が関連性がある｡このねらいは,何かを作
ることのみに限定している｡作ること以外でもねら
いを達成できることがあるはずである｡また,『じ
っくりと取 り組む』の 『じっくり～』は指導計画の
ねらいとして具体化 しにくい｡そこで,『自分なり
に考えたり工夫したりしながら,一つのことを最後
までやり通す』と設定した方が,ねらいを具体化 し
やすい｡
『小学校を意識するとともに大きくなった自分
を感じながら生活する』は,表 2-5の ｢1年生にな
待しながら はりきって生活する｣の1
項目である｡｢はりきって生活する｣とは具体的に
はどのような姿を目指しているのだろうか｡このよ
うなねらいでは,指導内容をどのように設定するの
かを確定できない｡それより ｢1年生になることに
期待しながら,自
きるようにする｣
の生活全体のことを自立してで
とした方が具体的であろう｡
『集団の中の自分を意識しながら,自分の役割を
感じて行動する乱 『友達や身近な環境に対して多方
面からいろいろな見方,考え方をしようとする』に
関連 した指導計画のねらいは,表 2･4,表 2･5には
挙げられていない｡その理由として,教育課程から
指導計画が設定されなかったことが考えられる｡本
莱,教育目標をまず設定し,次に教育課程,指導計
画というように順序性があるはずである｡ところが,
まず活動が前提として教育課程や指導計画が設定さ
れると,必ずどこかで関連性や適合しない部分が生
じる｡上記の2つの教育課程に指導計画のねらいが
設定できないということは,前述したように活動が
先んじた結果であると考えられる｡
『共通の目的に向かって友達と考え合ったり話
し合ったりして活動を進める』は ｢共通の目的に向
かつてアイディア.をLtjL合I､象が.ら.,口分たち_で草
びを進めていく｣ の1項目が関連性がある｡これは
教育課程のねらいを具体化したものになっている｡
『生活の中で出会 う様々な問題について先生や
友達と一緒に考え,いろいろな方法で解決しようと
する』は,表 2-4,表 2･5にも関連したねらいは挙
げられていない｡これも,活動が先に考えられ,後
から教育課程を当てはめた結果ではないだろうか｡
しかも,この教育課程のねらいは,指導計画のねら
いのようになっている｡もし,この教育課程のねら
いを本来の教育課程のねらいにしようとするならば,
『生活の中で先生や友達と一緒に考えたり話 し合
ったりする』とした方が適切ではないだろうか｡
以上が教育課程のね らいが指導計画の中で具体
化されたねらいとして挙げられているものである｡
一方,教育課程のねらいである奉 1の 『生活の中で
出会 う様々な問題について先生や友達 と一緒に考
え,いろいろな方法で解決 しようとする』『集団の
中の自分を意識 しながら,自分の役割を感じて行動
する』『友達や身近な環境に対して多方面からいろ
いろな見方,考え方をしようとする』では,関連す
るねらいが表2の指導計画の中に具体化されていな
い｡また,指導計画のねらい表2･1の ｢進級を喜び,
はりきって圃生活を送る｣,表 2･2の ｢いろいろな
遊びに意欲的に取 り組んだり 圃生活 の中で
でできることや楽 しみを兄いだしたり
もって生活する｣,表 2-4の
いろ工夫しな
して,自信を
｢仲間と一緒に
がら,遊びを進めていくことを楽し
｢その子なりに工夫したり,試したりしながら
自分の思いを表現 しようとする｣の4項目は,教育
課程のねらいから具体化されたねらいとなっていな
い｡これらのように教育課程のねらいと指導計画の
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ねらいの関連性がないとい うことは,指導計画のね
らいが教育課程のねらいを具体化 したものではなく,
幼児の活動から設定されたねらいであると考えられ
るOまた,Ⅷ期後半(12月～3月)からの表 1の 『集
団の中の自分を意識 しながら,自分の役割を感 じて
行動する』とい うねらいに関連する指導計画のねら
いは,表 2-2(5月～6月)の り止るIlろな遭壁旦三豊数
的に取 り担左定旦L展望造型旦竺旦分野_できること
や楽 しみ.を兄い.だ した.り‥して,白棒を_ら?て/i-A_括す
旦｣ と関連性がある｡ しかし,教育課程ではⅧ期後
辛(12月～3月)に挙げられているが指導計画では 5
月～6月のねらいに挙げられ,時期が一致 していな
い｡教育課程のねらいと指導計画のね らいの時期が
一致 していないのは,教育課程の前半のねらいが少
なく,後半にねらいが多くなっているからである｡
Ⅷ期は,幼児の活動が一番充実する時期である｡ し
かし,教育課程のねらいが少ないとい うことは,幼
児の発達過程の捉え方が的確ではないとい うことを
示している｡
以上の知見から,教育課程のね らい と指導計画
のねらいの整合性を検討すると,教育課程のねらい
が指導計画の中で具体化されていないものや指導計
画の中のねらいが,教育課程のねらいから具体化さ
れたものでないものが散見される｡また,教育課程
の期のねらいと指導計画の月のねらいが一致 してい
ない部分がある｡このように教育課程 と指導計画の
関連性にずれがみられる｡更に,Ⅸ期に教育課程の
ねらいが多く挙げられているが,それに関連 した指
導計画のねらいが挙げられていない｡ これは,ねら
いを考える際に活動から発想 された結果であると考
えられる｡実際に指導するための計画立案となると,
まず活動を先に考えてしまいがちである｡幼児の発
達を踏まえた指導計画を考える際には,常に教育課
程のねらいを基に考えていくことが大切である｡指
導計画のね らいが ｢～はりきって生活を送る｣｢～
楽 しみを兄いだした りして～｣｢～ じっくりと取 り
組む｣｢～はりきって生活する｣｢～楽しむ｣などは,
実際の指導で具体的な活動を想定 しにくい｡そのた
め,言葉が一人歩きをする結果となってしまう｡ね
らいを設定する際に幼児の具体的な姿が想起されて
いないと,ねらいが暖味になり,指導ができにくく
なってしまう｡
3.指導計画のねらいと内容との関連
指導計画のねらい (『』で示す)と指導内容 (｢｣
で示す)が関連 したものを対応させると次のように
なる｡
表 2-1 <4月>
『進級を喜び,はりきって園生活を送る』
･｢圃生活に期待感をもって始業式に参加する｣
･｢進入園児の世話をしたり,入園式に向けて活動
したりして年長組になった自覚をする｣
上記のように2項 目がねらいを具体化 した内容と
なっている｡内容では具体的に幼児に指導すること
が示 されている｡それでは,『～はりきって圃生活
を送る』 とい うことは,実際にどのように指導する
のだろうか｡｢進入園児の世話をしたり,入園式に
向けて活動 したりして年長組になった自覚をする｣
をねらいとして考えた方が,具体的な指導に直結し
やすい｡また,｢園生活に期待感をもって始業式に
参加する｣とい う内容は,始業式一 日のことであり,
4月の指導内容 としてふさわしくない｡それより,
週案や 日案の内容 として考えた方がより適切であ
ろう｡
『新 しい保育室やその周 りの環境,年長組の生活の
リズムに慣れる』
･｢生活の場を整えたり作ったりすることに自分な
りの方法で積極的にかかわろうとする｣
･｢遊びや生活を通 してクラスや友達の中で自分の
存在感を感 じる｣
上記の 2項 目が具体化 された内容 となっている｡
｢遊びや生活を通 してクラスや友達の中で自分の
存在感を感 じる｣は,高度な内容となってお り,実
際にどのように指導するのだろうか｡進級当初には,
｢遊びや生活を通 して,新 しいクラスや友達に慣れ
安定して行動する｣とい うようにした方が,幼児の
発達に合っているのではないだろうか｡
『新 しい環境に興味をもち,いろいろな遊びを楽し
む』
･｢新 しい環境に興味をもって探索したりおもしろ
そ うな遊具や場を見つけてかかわろうとした り
する｣
･｢身近な春の自然と出会い,それ らに興味 ･関心
をもつ ｣
･｢先生や友達 と一緒にいろいろな遊びを考えるな
どして一緒に進めていく楽しさを味わう｣
･｢思い切 り体を動かして遊ぶ快さを感 じる｣
･｢自分なりに目的をもって取り組む｣
上記の 5項がね らいを具体化 した内容 となって
いる｡｢思い切 り体を動かして遊ぶ快さを感 じる｣
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は 『～いろいろな遊び～』の中の一つと捉えると具
体化された内容と考えられる｡また,｢自分なりに
目的をもって取り組む｣は ｢自分なりに目的をもっ
て遊びに取り組む｣ とした方がより具体的になる｡
表 2-2 <5月～6月>
『｢ああしたい｣｢こうしたい｣など自分なりの目的
をもって遊びに取 り組む中で友達とのつながりを
深める』
･｢『今日は○○しよう』『明日もやるぞ』など自分
なりの目的をもって取り組む｣
･｢興味をもった遊びの中を考えたりルールや遊び
方を工夫したりして遊びを進める｣
･｢遊びや生活の中で友達の得意なことや個性を知
る｣
･｢自分の思いを相手に伝えたり友達の思いに気づ
いたりして遊ぶ｣
上記の4項目が具体化された内容となっている｡
｢『今 日は○○しよう』『明日もやるぞ』など自分な
りの目的～｣となっているが,幼児にとって目的の
捉えかたが大きい｡これは願望のようなもので,幼
児にとっての目的はもう少し直接的なものが適切で
ある｡それより 『｢ああしたい｣｢こうしたい｣～』
というねらいの方が,幼児の直接的な感情を表現で
きるのではないだろうか｡また,友達とのつながり
を深めることの内容として,｢友達の個性を知る｣
ということは適切であろうか｡実際に.このことを
指導することは相当に困難である｡それより ｢遊び
や生活の中で友達の得意なことやよいところが分
かる｣とした方が5歳児の発達に適合している｡
『いろいろな遊びに意欲的に取り組んだり,圃生活
の中で自分のできることや楽しみを兄いだした
りして,自信をもって生活する』
･｢先生や友達のおもしろそうな遊びにまざったり,
ヒントを得て自分の遊びに取り入れたりする｣
･｢活動の際,何をするかが分かり,先生や友達と
一緒に楽しみながら準備しようとす卑｣
･｢新しい遊びに興味をもって工夫し,取り組もう
とする｣
上記の3項目がねらいを具体化 した内容となっ
ている｡しかし,『～楽しみを兄いだして自信をも
って生活をする』ということは,どのように指導す
ればよいのだろうか｡ 5月～ 6月の時期では,ねら
いを 『いろいろな遊びに取り組んだり,圃生活の中
で自分のできることを見つけて進んで取 り組んだ
りする』とした方が発達過程に適合しているように
考えられる｡
表 2･2 <5月～6月>の中でねらいと関連性が
ない内容は,｢身近な自然に働きかける中で驚きや
発見を体験し,興味や関心を深めていく｣の1項目
である｡ ねらいとの関連でみると5- 6月には,関
連性はあまりない｡しかし,この時期の幼児の発達
から考えると必要な内容である｡そこで,｢身近な
自然に働きかける中で驚きや発見を体験し,興味や
関心を深めていく｣ という指導内容をねらいとして
設定し,具体的な内容を考えることもできる｡
表2-3 <7月～9月>
『共通の目的に向かって仲間と一緒に活動する』
･｢自分の思いを相手に伝えたり,相手の思いに気
づいたりして遊びを進めていく｣
･｢友達と言い合ったり,役割意識をもったりして
遊ぶ｣
･｢集団で活動する迫力や醍醐味を味わい,や り遂
げられた自分を感じる｣
上記の3項目がねらいを具体化した内容となって
いる｡しかし,｢集団で活動する迫力や醍醐味を味
わい,やり遂げられた自分を感じる｣は,ねらいと
の関連で考えると,5歳児の内容としては高度であ
り,指導する際の具体性がないO｢学級の友達と一
緒に活動する楽しさや,達成感を感じる｣とした方
が具体的である｡
『いろいろな体の動きに挑戦しながら遊びを楽し
む』
･｢いろいろな体の動きに興味をもち,友達の刺激
を受けながらやってみようとする｣
･｢プール遊びでは,解放感を味わいながら,自分
なりの目標をもって取り組む｣
上記の2項目がねらいを具体化した内容となって
いる｡これらは,ねらいと関連性があり,実際に指
導するための指針となっている｡
『運動会を目指して,はりきって生活する』
･｢運動会をがんばろうとする気持ちをもち,使 う
ものを準備したり練習したりする｣
上記の1項目が具体化された内容となっている｡
しかし,ねらいが 『はりきって生活する』となって
いることは,内容で具体的に示しにくいと考えられ
る｡ねらいを 『運動会を目指して,友達と協力して
遊びや生活する』とした方が,具体的で実際の指導
の指針となりやすい｡
表 2･3 <7月～9月>の中では,｢自分のイメー
ジしたものに向けて,身の回りのものを工夫して使
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ったり,遊びに必要なものを作ったりする｣｢幼児
なりに安全に気を使って遊ぼうとする｣｢身近な自
然とのかかわりの中で,発見したり集めたりしたも
のを先生や友達に知らせていく｣の3項目は,ねら
いとの関連性がない内容となっている｡これらの内
容は,この時期の活動から考えると必要な内容であ
る｡今後,ねらいの在り方を検討する必要がある｡
表2-4 <10月～12月>
『仲間と一緒に,いろいろに工夫しながら,遊びを
進めていくことを楽しむ』
･｢友達と一緒に共通の目的を目指 して活動を進め
ていくことを楽しむ｣
･｢友達の思いをくみ取ったり行動を予想 したりし
ながら遊びを進めていく｣
上記の2項目がねらいを具体化した内容となって
いる｡ しかし,｢友達と一緒に共通の目的を目指 し
て活動を進めていくことを楽しむ｣ は,ねらいを具
体化したものとは捉えにくい内容となっている｡こ
の内容よりは,ねらいの方が具体的であり,ねらい
と内容が逆転している｡また,この内容は,7-9
月の 『共通の目的に向かって仲間と一緒に活動す
る』とい うねらいに関連性がある｡｢友達の思いを
くみ取ったり行動を予想 した りしながら遊びを進
めていく｣は,一応,ねらいに関連したものとなっ
ている｡ しかし, ｢友達の思いをくみ取ったり行動
を予想 したり｣することは,発達の過程からは高度
な内容である｡｢友達にも考えや思いがあることを
知り,受け入れながら遊びを進めていく｣ の方が指
導をしやすい｡
『その子なりに工夫したり,試 したりしながら,自
分の思いを表現しようとする』
･｢目的の実現に向かって,今までの素材経験を生
かして材料を選んだり工夫したりする｣
･｢友達との遊びの中で,自分なりのイメージや考
えを表現していく｣
上記の2項 目がねらいを具体化 した内容となっ
ている｡これらは,ねらいと関連した内容となって
おり,実際の指導の指針となっている｡
『秋の自然に積極的にかかわり,それらを遊びの中
に取り入れて楽しむ』
･｢秋の自然やその変化に気づき,先生や友達と話
題にする｣
･｢身近な自然環境を取り入れながら遊びを工夫す
る楽しさを味わう｣
上記の2項 目がねらいを具体化 した内容となっ
ているo Lかし,『遊びの中に取 り入れて楽しむ』
ことを具体化した内容が示されていない｡上記の内
容だけでは,ねらいが達成できにくい｡ねらいを達
成させるためには,｢自然物を使って,考えたり工
夫したりして遊ぶ｣などの具体的なものが必要であ
る｡
表2-4 <10月～12月>の中で｢学級全体の話題
に関心をもち,その子なりにかかわる｣｢生活の仕
方が分か り,自分たちで生活の場を整えようとす
る｣｢クラスの中で自分が置かれている状況を感 じ
とるとともに友達の居場所や立場も感 じる｣｢様々
な人とのつながりを意識 しながら自分なりに1日
の生活を組み立てて過ごす｣の4項目がねらいとの
関連性がない内容である｡これらは5歳児にとって
高度であり,指導できにくい内容となっている｡
表 2-5 <1月～3月>
『共通の目的に向かって,互いにアイディアを出し
合いながら,自分たちで遊びを進めていく』
･｢目的に向かって自分なりに考えたり工夫したり
する｣
･｢友達とのかかわりの中で自分を発揮 して活動す
る充実感を味わう｣
･｢友達の持ち味や得意なことを生かして遊ぶ｣
･｢友達がそれぞれ置かれている状況や事情を感じ,
自分は何をしたらいいのか考え,行動する｣
･｢喜びのルールを確かめ合ったり,工夫したりし
ながら遊ぶ｣
上記の5項 目がねらいを具体化 した内容 となっ
ている｡ しかし,｢友達の持ち味や得意なことをい
かして遊ぶ｣｢友達がそれぞれ置かれている状況や
事情を感じ,自分は何をしたらいいのか考え,行動
する｣ など内容としては 5歳児の発達から考えて,
高度なものが挙げられているO実際に指導をするの
は困難であろう｡｢遊びの中で,友達の得意なこと
やよさを認める｣｢友達の立場を考えて,行動する
ことができる｣ とした方が指導しやすい｡
『作り上げることを楽しみにしながら,一つのこと
にじっくりと取り組む』
･｢自分なりの見通しをもって活動に取り組む｣
･｢いろいろにイメージをわかしながら作品を丁
寧に仕上げていくことを楽しむ｣
上記の2項目がねらいを具体化した内容となって
いる｡ しかし,ねらいが 『～じっくりと取り組む』
となっているため,内容として具体化 しにくいとこ
ろがある｡ねらいを 『自分なりに考えたり工夫した
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りしながら,一つのことを最後までや り通すEtJとし
た方が具体化しやすい｡
『1年生になることに期待しながら,はりきって生
活する』
･｢年長児としての誇りを感じて行動する｣
･｢自分の役割,立場を認識 し,クラスの一員であ
ることを自覚するとともに,友達を一緒に生活す
る仲間として認める｣
･｢幼稚園全体の生活を視野に入れ,修了までの見
通 しをもち自分たちの生活を組み立てていこう
とする｣
上記の 3項 目がねらいを具体化 した内容 となっ
ている｡しかし,ねらいが ｢はりきって生活する｣
と抽象的なので内容として具体化しにぐく,実際の
指導に生かすことは困発ではないだろうか｡また,
3項目とも,これらの内容は5歳児修了時期であっ
ても高度な内容となっている｡それより ｢年長児と
してその場に応 じて考えて行動する｣｢クラスの一
員として,友達と協力して生活をする｣｢修了まで
の見通しをもち,自分たちで生活を進めていく｣と
いうように変更した方が,実際に指導しやすいだろ
う｡幼児の発達過程を的確に捉え,内容と幼児の実
態が帝離しないように,ねらいや内容を設定するこ
とが大切である｡
以上の検討の結果,指導計画のねらいと内容の関
係が一致していないものが8項目 (表 2-2,表 2-3,
表 2･4)あった｡他の項目は,概ね,ねらいと関連
性はあるが,適切ではないと考えられる｡一方,関
連性があっても,5歳児の発達過程に沿っていない
高度なものも挙げられている｡次に,その内容を挙
げることとする｡
表 2-1｢遊びや生活を通してクラスや友達の中で
自分の存在感を感 じる｣表 2-2｢遊びや生活の中で
友達の得意なことや個性を知る｣.表 213｢集団で活
動する迫力や醍醐味を味わい,やり遂げられた自分
を感じる｣,表 2-4｢友達の思いをくみ取ったり行動
を予想 したりしながら遊びを進めていく｣｢クラス
の中で自分が置かれている状況を感 じとるととも
に友達の居場所や立場も感 じる｣｢様々な人とのつ
ながりを意識 しながら自分なりに 1日の生活を組
み立てて過ごす｣,表2-5｢友達の持ち味や得意なこ
とをいかして遊ぶ｣｢友達がそれぞれ置かれている
状況や事情を感じ,自分は何をしたらいいのか考え,
行動する｣｢年長児としての誇りを感じて行動する｣
｢自分の役割,立場を認識し,クラスの一員である
ことを自覚するとともに,友達を一緒に生活する仲
間として認める｣｢幼稚園全体の生活を視野に入れ,
修了までの見通しをもち自分たちの生活を組み立
てていこうとする｣
以上の 11の項目を幼児に指導し身に付けさせる
ことは,ほとんど困難ではないだろうか｡実際に幼
児の段階で,これらの項目が必要なのか,今後,ね
らいと合わせて検討する必要があろう｡また,ねら
いか内容なのか理解しにくいものもあり,ねらいと
内容が混同されていることにも問題がある｡例えば,
ねらいに,表 2-3の 『いろいろな体の動きに挑戦し
ながら遊びを楽しむ』,表 214の 『仲間と一緒に,
いろいろに工夫しながら,遊びを進めていくことを
楽しむ』,表 2-5の 『作り上げることを楽しみにし
ながら,一つのことにじっくりと取り組む』などが
挙げられている｡これらのねらいは具体性があり,
内容として設定された方が適切であろう｡また,内
容に表2-2の ｢身近な自然に働きかける中で苦きゃ
発見を体験し,興味や関心を深めていく｣,表 2-4
の ｢友達と一緒に共通の目的を目指して活動を進め
ていくことを楽しむ｣｢身近な自然環境を取り入れ
ながら遊びを工夫する楽しさを味わう｣ などが挙げ
られている｡これらの内容は,具体性がなく指導が
できにくい｡指導する上で,これらの内容はねらい
として設定された方が適切である｡ねらいがしっか
りしていないと,指導する際に幼児のどのような発
達に向けて指導をしていくのかがはっきりしない｡
また,内容で指導することが具体的に示されていな
いと,何を身に付けることでねらいが達成できるの
かが唾味になってしまう｡そこで,幼児の発達を捉
えたねらいとは何か,ねらいを達成させるための指
導内容は何かを明確にし,ねらいと内容の関連性を
検討することが重要となってくる｡ねらいと内容と
の関連性がないと,教育課程との関連性もなくなっ
てしまう｡そうなると,教育目標を達成することに
はならない｡
Ⅳ.まとめ
教育目標,主に教育課程のねらい,指導計画のね
らいと内容について,その関連性を検討した｡その
結果,教育目標の具体的な幼児像が,教育課程のね
らいと適切に一致していないことが分かった｡また,
教育課程のねらいを幼児の発達過程として捉えた場
令,幼児の実態と合っていないことも分かった｡
発達の個人差を考慮して発達過程を大局的に捉
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えることは必要である｡しかし,その場合,発達の
節目の捉え方が問題となる｡つまり,幼児の発達過
程を押さえた期の捉え方が重要である｡発達過程を
しっかりと捉えていないと,指導計画のねらいが幼
児の実態と外れたものになる｡そうすると指導の内
容にも無理が出てくる｡つまり,教育課程のねらい
が的確に幼児の実態を捉えたものであるかどうかが,
問われるのである｡
教育課程は,●各園の教育目標 (目指す幼児像)に
向かって,幼児の発達過程を示し,ねらいを達成す
るために保育者が指導し幼児が経験することを示し
た全体計画である｡そこで教育課程が的確に示され
ていないと,指導の方向性が暖味になり,具体的な
指導計画が立てられないことになる｡幼児に対する
指導は,環境を通して総合的に指導するものであり,
保育者が計画通りに幼児に活動を与えていくもので
はない｡幼児と保育者が一緒になって,幼稚園とい
う環境の中で,生活を創 り出していくものである｡
そこでは,幼児の主体性を尊重すればするほど,敬
育目標に沿って,教育課程や指導計画が一貫したも
のでなければならない｡
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